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令
和
元
年
５
月
13
日
㈪
に
、
太
田
活
性
化
施
設
「
ら

く
と
ぴ
あ
」
に
て
、
第
72
回
釧
路
太
田
農
業
協
同
組
合

の
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
河
村
代
表
理
事
組
合
長
が
開
会
の
挨

拶
を
さ
れ
た
あ
と
、「
平
成
30
年
度
良
質
乳
生
産
基
盤

強
化
奨
励
対
策
表
彰
」
が
行
わ
れ
、
５
部
門
で
29
名
の

方
々
が
入
賞
さ
れ
、
組
合
長
よ
り
賞
状
と
副
賞
を
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
厚
岸
町
を
は
じ
め
各
連
合
会
、
農
業
関

係
機
関
の
代
表
の
方
々
を
お
招
き
し
、
厚
岸
町　

若
狹

町
長
、
厚
岸
町
議
会　

堀
議
長
、Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

根
釧
支
所　

吉
田
支
所
長
の
３
名
よ
り
代
表
し
て
ご
祝

辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
長
に
は
寺
島　

佳
宏
氏
、
中
山　

康
彦
氏
の
２
名

が
指
名
さ
れ
総
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

事
務
局
よ
り
、
第
１
号
議
案
「
事
業
報
告
及
び
収
支

決
算
関
係
」、
第
２
号
議
案
「
事
業
計
画
の
設
定
」、
第

３
号
議
案
「
賦
課
金
の
賦
課
徴
収
方
法
」、
第
４
号
議

案
「
役
員
報
酬
の
支
給
」、
第
５
号
議
案
「
草
地
改
良

事
業
の
実
施
」、第
６
号
議
案「
監
事
監
査
規
程
の
変
更
」

に
つ
い
て
事
務
局
よ
り
説
明
が
あ
り
、
極
み
る
く
や
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
販
売
状
況
や
自
走
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
の

事
業
費
や
稼
働
に
つ
い
て
な
ど
建
設
的
な
ご
意
見
・
ご

質
問
も
頂
き
、
提
出
さ
れ
た
す
べ
て
の
議
案
に
つ
い
て

は
満
場
一
致
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
業
計
画
で
は
、Ｊ
Ａ
独
自
の
畜
産
環
境
整
備
助
成

事
業
の
１
年
延
長
実
施
を
行
う
と
と
も
に
、
コ
ン
ト
ラ

ク
タ
ー
事
業
の
体
制
整
備
に
向
け
た
自
走
式
ハ
ー
ベ
ス

タ
ー
の
導
入
、
２
ヵ
年
に
わ
た
り
建
設
を
行
う
育
成
施

設
建
設
が
本
年
よ
り
工
事
着
手
す
る
こ
と
も
ご
承
認
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
災
害
時
対
策
と
し
て
発
電
機
助
成
事
業
や
断

水
時
対
策
の
た
め
に
水
中
ポ
ン
プ
の
導
入
も
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

生
乳
生
産
に
お
い
て
は
、
前
年
対
比
1.5
％
増
の
６
４
，

２
５
７
ｔ
の
実
績
と
な
り
、
令
和
元
年
は
前
年
比
0.8
％

増
の
６
４
，７
４
２
ｔ
の
生
乳
生
産
計
画
を
設
定
し
、販

売
総
額
は
71
億
６
５
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す

の
で
、組
合
員
皆
さ
ま
の
生
乳
生
産
基
盤
の
維
持
・
拡
充

に
ご
努
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

厚　岸　町　長　若狹　　靖氏

釧路太田農業協同組合釧路太田農業協同組合

第72回通常総会第72回通常総会

厚岸町議会議長　堀　　　守氏

吉田　重彦氏

議　　　長　寺島　佳宏氏（左）
議　　　長　中山　康彦氏（右）

JA北海道中央会根釧支所 支所長

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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第
７
号
議
案
「
役
員
の
選
出
」
に
お
い
て
は
、
選
挙

管
理
者
で
あ
る
江
幡
氏
よ
り
、
任
期
満
了
に
伴
い
、
役

員
選
挙
規
程
に
基
づ
き
、
選
挙
公
告
し
、
４
月
30
日
の

役
員
の
立
候
補
者
が
、
理
事
・
監
事
と
も
定
数
に
と
ど

ま
り
、
一
般
理
事
７
名
、
女
性
理
事
１
名
、
学
経
理
事 

２
名
、
一
般
監
事
２
名
、
員
外
監
事
１
名
の
方
が
、
役

員
選
挙
規
程
18
条
に
よ
り
無
投
票
当
選
と
な
っ
た
報
告

が
さ
れ
、
新
し
い
役
員
執
行
体
制
も
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
徳
田
副
組
合
長
に
よ
る
「
Ｊ
Ａ
北
海
道
大

会
決
議
事
項
の
着
実
な
実
践
を
通
じ
た
自
己
改
革
の
取

り
組
み
に
関
す
る
特
別
決
議
」
を
決
議
い
た
だ
き
、
盛

会
裏
に
終
了
致
し
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
の
臨
時
理
事
会
・
監
事
会
に
よ
り

左
記
の
と
お
り
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

代
表
理
事
組
合
長　

徳　

田　

善　

一　

副
組
合
長
理
事　

福　

井　

好　

三　

理　
　

事　

齋　

藤　

泰　

広　

理　
　

事　

村　

田　

吉　

盛　

理　
　

事　

片　

野　

博　

次　

理　
　

事　

米　

澤　

佳　

洋　

理　
　

事　

小　

山　

裕　

市　

女
性
理
事　

菅　

原　

京　

子　

学
経
理
事　

須　

田　
　
　

豊　

学
経
理
事　

松　

田　

浩　

昭　

代
表
監
事　

小
野
寺　

孝　

一　

監　
　

事　

河　

村　

芳　

則　

員
外
監
事　

三　

原　

和　

徳　

新
役
員
体
制

岡
　
田
　
栄
　
治

高
　
橋
　
昭
　
二

寺
　
島
　
佳
　
宏

大
　
野
　
利
　
春

川
　
植
　
光
　
三

中
　
山
　
康
　
彦

畠
　
山
　
　
　
厚

久
　
松
　
昭
　
治

佐
　
藤
　
仁
　
昭

村
　
田
　
吉
　
盛

㈱
米
澤
牧
場

髙
　
嶺
　
和
　
広

久
　
松
　
昭
　
治

中
　
山
　
康
　
彦

兵
　
頭
　
　
　
剛

橋
　
本
　
隆
　
幸

平
成
30
年
度

良
質
乳
生
産
基
盤
強
化
表
彰

衛
生
的
乳
質
部
門

● 

努　

力　

賞

乳
　
量
　
部
　
門

● 

敢　

闘　

賞

八
　
木
　
友
　
明

菅
　
原
　
正
　
人

田
　
中
　
秀
　
夫

水
　
谷
　
善
　
則

小
　
澤
　
洋
　
之

石
　
澤
　
博
　
幸

蝦
　
名
　
哲
　
也

河
　
村
　
芳
　
則

佐
　
藤
　
洸
　
太

遠
　
藤
　
浩
　
一

水
　
谷
　
　
　
晃

滝
　
川
　
洋
　
志

遠
　
藤
　
浩
　
一

● 

乳　

質　

賞

● 

乳　

量　

賞

特
　
別
　
表
　
彰

年
間
個
体
乳
量

2
0
’0
0
0
㎏
達
成
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本
日
は
組
合
員
を
は
じ
め
、
ご
来
賓
各
位
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
ご
多
忙
の
中
ご
出
席
を
賜
り
、
こ
こ
に
第

72
回
通
常
総
会
を
開
催
で
き
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
組
合
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ

り
農
協
運
営
・
事
業
推
進
に
あ
た
り
特
段
の
ご
理
解
・

ご
協
力
を
頂
き
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
日
ご
出
席
を
賜
り
ま
し
た
関
係
機
関
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
当
農
協
業
務
推
進
に
多
大
な
ご
指
導
、

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
こ
と
を
こ
の
席
を
お
借
り
し
て
厚

く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

北
海
道
の
農
業
に
関
す
る
情
勢
は
、
２
月
の
大
雪
、

７
月
の
豪
雨
・
天
候
不
順
、
９
月
の
台
風
21
号
の
気
象

災
害
に
よ
り
、
水
稲
を
は
じ
め
、
小
麦
・
豆
類
な
ど
の

作
物
に
大
き
な
影
響
が
生
じ
た
ば
か
り
か
、
牧
草
の
記

録
的
な
収
穫
遅
れ
と
品
質
・
栄
養
価
の
低
下
が
あ
り
、

生
乳
生
産
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
な
ど
、
厳
し
い
１
年

と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
９
月
６
日
に
発
生
し
た
胆
振
東
部
地
震
で

は
、
尊
い
命
が
失
わ
れ
る
と
と
も
に
、
農
畜
産
物
や
農

業
施
設
等
に
未
曾
有
の
被
害
が
発
生
し
た
ほ
か
、
道
内

全
域
が
停
電
と
な
る
「
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
」
の
発
生
に

よ
り
ま
し
て
、
当
Ｊ
Ａ
地
区
内
に
お
い
て
も
牛
乳
廃
棄

等
の
被
害
も
あ
り
、
改
め
て
自
然
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を

痛
感
し
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
農
業
・
農
協
改
革
に
関
す
る
情
勢
は
、
平
成

30
年
４
月
か
ら
改
正
畜
安
法
に
基
づ
く
新
た
な
加
工
原

料
乳
生
産
者
安
定
補
給
金
制
度
が
始
ま
り
、
８
月
と
10

月
に
は
農
林
水
産
省
か
ら
、
本
制
度
に
関
す
る
運
用
に

関
し
て
「
加
工
原
料
乳
生
産
者
補
給
金
制
度
に
関
す
る

Ｑ
＆
Ａ
」
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
協
改
革
に
つ
い
て
は
、
自
己
改
革
推
進
上
の
課
題

で
あ
る
「
会
計
監
査
人
監
査
へ
の
移
行
に
伴
う
負
担
へ

の
配
慮
」、「
中
央
会
の
連
合
会
移
行
に
伴
う
税
制
に
関

す
る
所
要
措
置
」、「
准
組
合
員
の
事
業
利
用
の
維
持
」

を
求
め
る
な
ど
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
と
し
て
所
用

の
働
き
か
け
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

平
成
31
年
５
月
末
が
農
協
改
革
集
中
推
進
期
間
の
期

限
で
あ
り
、
規
制
改
革
推
進
会
議
に
お
い
て
は
、
昨
年

10
月
の
会
議
に
て
「
農
協
改
革
集
中
推
進
期
間
の
最
終

年
を
見
す
え
、
単
協
の
信
用
事
業
譲
渡
、
准
組
合
員
の

事
業
利
用
の
ル
ー
ル
の
在
り
方
を
含
め
、
引
き
続
き
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
実
施
す
る
」
と
し
て
お
り
、
農
協
改

革
に
関
す
る
議
論
が
再
燃
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
、
今
後
も
、
農
業
・
農
協
改
革
に

関
す
る
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
自
己

改
革
を
尊
重
し
な
い
過
度
な
介
入
や
、
非
現
実
的
な
要

求
を
突
き
つ
け
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
政
府
・
与

党
へ
の
働
き
か
け
を
強
化
し
て
い
き
た
い
。

　

平
成
30
年
度
の
酪
農
情
勢
は
、
プ
ー
ル
乳
価
が
補
給

金
と
合
わ
せ
て
１
０
０
円
94
銭
の
実
績
と
な
り
、
個
体

販
売
に
つ
い
て
も
前
年
度
に
引
き
続
き
高
値
で
取
引
さ

れ
て
お
り
、
総
じ
て
農
家
経
済
状
況
は
良
好
で
推
移
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
情
勢
の
中
、
当
地
区
の
生
乳
生
産
は
、
６

月
下
旬
か
ら
の
長
雨
に
よ
り
一
番
草
の
収
穫
が
大
幅
に

遅
れ
、
粗
飼
料
の
栄
養
価
低
下
に
よ
る
乳
量
の
減
少
が

懸
念
さ
れ
る
中
、
１
１
月
以
降
や
や
落
ち
込
ん
だ
も
の

の
、
生
乳
生
産
量
に
つ
い
て
は
、
前
年
対
比
１
０
１
．

５
％
、
６
４
，２
５
７
ト
ン
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

組
合
員
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
良
質
乳
の
出
荷
に
際
し
ご

苦
労
も
多
か
っ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
衷
心
よ
り
そ
の

ご
苦
労
、
努
力
に
厚
く
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

農
協
運
営
に
あ
た
り
、
労
働
力
不
足
や
担
い
手
・
後

継
者
確
保
に
向
け
酪
農
実
習
生
及
び
研
修
生
受
入
制
度

の
充
実
や
外
国
人
実
習
生
受
入
の
拡
充
を
図
り
、
更
に

は
、
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
に
よ
る
機
械
装
置
の
拡
充

に
努
め
、
ま
た
、
畜
産
環
境
に
配
慮
し
た
堆
肥
化
・
糞

尿
処
理
施
設
の
整
備
、
哺
育
・
育
成
牛
の
飼
養
環
境
の

改
善
、
パ
ド
ッ
ク
等
の
泥
濘
化
改
善
に
向
け
た
対
策
と

し
て
畜
産
環
境
整
備
事
業
を
実
施
し
、
後
継
牛
確
保
に

向
け
た
乳
牛
導
入
助
成
や
雌
雄
判
別
精
液
助
成
等
に
努

め
て
参
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
社
会
の
維
持
・
発
展
の
面
で
は
、「
釧

路
太
田
農
協
創
立
70
周
年
記
念
事
業
」
と
し
て
、
70
周

年
記
念
酪
農
祭
の
開
催
、
記
念
旅
行
の
実
施
、
記
念
誌

の
発
行
、
記
念
品
の
贈
呈
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。
更
に
は
前
年
に
引
き
続
き
Ｊ
Ａ
広
報
誌
の
発
刊

に
よ
り
地
域
住
民
へ
の
情
報
発
信
や
関
係
強
化
に
努
め

釧路太田農業協同組合
第72回通常総会

開
会
の
挨
拶

開
会
の
挨
拶代表理事組合長

河　村　信　幸
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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て
参
り
ま
し
た
。
組
合
員
各
位
の
積
極
的
な
ご
協
力
、

ご
理
解
を
賜
り
役
職
員
一
致
協
力
し
て
運
営
に
あ
た
り
、

今
期
決
算
を
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

組
合
員
の
皆
様
の
意
思
結
集
に
よ
り
得
る
こ
と
の
出

来
ま
し
た
剰
余
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
実
情
を
考
慮
し
、

出
資
配
当
、
事
業
分
量
配
当
を
さ
せ
て
頂
く
こ
と
で
提

案
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い

す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
の
加
工
原
料
乳
生
産
者
補
給
金
単
価
は

集
送
乳
調
整
金
と
合
わ
せ
て
10
円
80
銭
、
交
付
対
象
数

量
は
３
４
０
万
ト
ン
と
な
り
ま
し
た
。
当
農
協
に
お
い

て
は
生
乳
生
産
量
の
確
保
と
生
産
基
盤
の
確
立
を
目
指

す
た
め
、
本
年
の
計
画
生
産
数
量
は
、
６
４
，
７
４
２

ト
ン
、
前
年
対
比
１
０
０
．
８
％
の
目
標
を
立
て
て
い

ま
す
。
消
費
者
は
常
に
良
質
で
安
全
・
安
心
な
牛
乳
を

求
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
り
衛
生
的
・
成
分
的
乳
質

の
向
上
を
重
視
し
た
飼
養
管
理
に
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
営
農
技
術
の
改
善
に
向
け
た
指

導
機
能
の
強
化
、
生
産
技
術
向
上
を
含
め
て
、
地
域
農

業
振
興
計
画
の
目
標
で
あ
る
、「
乳
量
の
増
産
」及
び「
農

業
所
得
確
保
」
に
向
け
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

今
期
農
業
振
興
に
お
け
る
主
な
取
組
事
項
と
し
て
は
、

「
畜
産
環
境
改
善
整
備
助
成
事
業
」を
１
年
間
延
長
と
し
、

「
雌
雄
判
別
精
液
・
体
外
受
精
卵
導
入
助
成
事
業
」
及

び
「
乳
牛
導
入
助
成
事
業
」
も
実
施
し
て
参
り
た
い
。

今
年
度
の
新
た
な
事
業
と
し
て
災
害
時
対
策
で
「
発
電

機
導
入
費
助
成
事
業
」
を
実
施
し
、「
未
来
に
つ
な
ぐ

酪
農
の
郷
つ
く
り
」
実
現
の
た
め
、
役
職
員
一
丸
と
な

り
そ
の
実
践
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　

更
に
良
質
な
粗
飼
料
確
保
、
労
働
軽
減
に
向
け
た
コ

ン
ト
ラ
事
業
の
体
制
整
備
、
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
事
業
、
乳

牛
検
定
事
業
、
酪
農
実
習
生
受
入
事
業
、
外
国
人
実
習

生
受
入
事
業
、
哺
育
・
育
成
預
託
事
業
の
安
定
的
運
営

に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
社
会
維
持
・
発
展
の
た
め
の
取
り
組
み

と
し
て
は
、
担
い
手
確
保
に
向
け
て
新
規
就
農
者
予
定

者
の
農
場
研
修
を
引
き
続
き
実
施
し
、
早
期
の
新
規
就

農
実
現
、
さ
ら
に
農
業
人
フ
ェ
ア
等
の
参
加
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
募
集
、
酪
農
体
験
者
へ
の
支
援
の
充
実
を

図
り
受
入
体
制
の
整
備
・
強
化
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

厚
岸
産
大
麦
に
つ
い
て
も
本
格
的
な
栽
培
に
向
け
て

農
協
有
地
の
提
供
と
作
付
け
作
業
の
支
援
を
行
っ
て
参

り
ま
す
。

　

肉
牛
肥
育
試
験
の
実
証
試
験
に
つ
い
て
は
、
安
心
・

安
全
で
良
質
な
食
肉
づ
く
り
と
厚
岸
ブ
ラ
ン
ド
の
実
現

に
向
け
て
引
き
続
き
検
討
を
し
て
参
り
ま
す
。

　

昨
年
ま
で
検
討
を
重
ね
て
参
り
ま
し
た
バ
イ
オ
ガ
ス

発
電
プ
ラ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
電
力
会
社
と
の
契
約
の

関
係
か
ら
中
断
し
て
お
り
ま
す
が
、
ふ
ん
尿
処
理
に
つ

い
て
引
き
続
き
検
討
し
、
適
正
な
処
理
の
実
現
に
向
け

て
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

更
に
、
Ｊ
Ａ
釧
路
太
田
ブ
ラ
ン
ド
で
も
あ
る
「
あ
っ

け
し
極
み
る
く
」
シ
リ
ー
ズ
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
・
ソ

フ
ト
ク
リ
ー
ム
の
新
商
品
開
発
を
進
め
る
と
と
も
に
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
発
信
や
物
産
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
Ｐ
Ｒ

活
動
に
よ
り
、『
厚
岸
町
の
牛
乳
・
乳
製
品
』
の
消
費

拡
大
と
『
厚
岸
町
の
酪
農
業
』
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ

と
に
よ
り
、
厚
岸
町
の
Ｐ
Ｒ
と
Ｊ
Ａ
サ
ポ
ー
タ
ー
づ
く

り
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
の
固
定
資
産
の
取
得
と
し
て
、車
輌
・
機
械
関
係

で
は
生
乳
分
析
機
械
１
台
、
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
マ
シ
ン

１
台
、
災
害
時
用
水
中
ポ
ン
プ
と
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事

業
に
よ
り
自
走
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
を
導
入
致
し
た
い
。
施

設
関
係
で
は
哺
育
育
成
セ
ン
タ
ー
の
工
事
着
工
、
哺
育

育
成
セ
ン
タ
ー
用
Ｄ
型
ハ
ウ
ス
、
み
る
く
工
房
資
材
倉

庫
の
建
設
、
堆
肥
利
用
セ
ン
タ
ー
の
補
修
工
事
及
び
金

融
窓
口
カ
ウ
ン
タ
ー
の
改
修
も
実
施
致
し
た
い
。
備
品

関
係
で
は
事
務
所
用
パ
ソ
コ
ン
、
会
議
用
タ
ブ
レ
ッ
ト

の
購
入
を
致
し
た
く
ご
承
認
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

農
協
運
営
で
あ
り
ま
す
が
、Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
環
境

は
農
家
戸
数
の
減
少
や
信
用
事
業
の
利
益
減
少
、
更
に

外
部
か
ら
の
急
激
な
環
境
変
化
に
よ
り
、
厳
し
さ
を
増

し
て
お
り
ま
す
が
、
財
務
の
健
全
化
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
態
勢
の
確
立
に
よ
る
法
令
遵
守
、
内
部
留
保
を
基

軸
と
し
た
自
己
資
本
の
充
実
を
図
る
た
め
、
出
資
金
の

増
口
を
今
年
度
も
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
実
施
し
た
Ｊ
Ａ
事
業
収
支
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
の
結
果
を
踏
ま
え
、
将
来
減
少
が
見
込
ま
れ

る
経
常
利
益
が
一
定
額
を
下
回
ら
な
い
よ
う
に
、
更
に

は
、
地
域
振
興
計
画
の
重
要
課
題
解
決
す
る
こ
と
に
よ

り
Ｊ
Ａ
収
支
の
改
善
を
図
っ
て
い
く
と
同
時
に
、
今
年

度
も
１
年
を
か
け
て
Ｊ
Ａ
全
体
の
収
支
構
造
を
見
直
し
、

賦
課
金
及
び
各
種
手
数
料
の
適
正
化
を
図
っ
て
参
り
た

い
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
地
域
の
安
定
し
た
生
産
基
盤

の
構
築
の
た
め
、
組
合
員
と
農
協
の
結
束
を
深
め
、
相

互
理
解
の
も
と
各
種
事
業
に
積
極
的
推
進
を
図
り
、
健

全
な
る
農
家
経
済
と
農
協
運
営
の
安
定
に
役
職
員
一
同
、

決
意
を
新
た
に
最
善
の
努
力
を
致
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

組
合
員
各
位
の
ご
理
解
・
ご
協
力
と
関
係
機
関
の
ご

指
導
・
ご
支
援
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。

釧路太田農業協同組合
第71回通常総会

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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平
成
31
年
４
月
24
日
㈬
、
太
田
活
性
化

施
設
「
ら
く
と
ぴ
あ
」
大
会
議
室
に
て
、

第
19
回
酪
農
実
習
生
受
入
協
議
会
の
通
常

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。（
会
員
・
来
賓
・

事
務
局
含
め
32
名
）

　

開
会
に
あ
た
り
宮
本
会
長
が
挨
拶
さ
れ
、

来
賓
に
は
Ｊ
Ａ
釧
路
太
田　

徳
田
副
組
合

長
、厚
岸
町
農
業
委
員
会　
荒
岡
会
長
、厚

岸
町
農
業
担
い
手
育
成
支
援
協
議
会　

堀

部
事
務
局
長
、
釧
路
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー　

北
支
所
長
、
釧
路
太
田
集
落
及
び

外
国
人
技
能
実
習
生
受
入
協
議
会　

木
原

会
長
、
Ｊ
Ａ
釧
路
太
田
青
年
部　

中
山
副

部
長
、
Ｊ
Ａ
釧
路
太
田
女
性
部　

寺
島
部

長
を
お
招
き
し
、
代
表
し
て
徳
田
副
組
合

長
、
荒
岡
会
長
の
２
名
の
方
よ
り
ご
祝
辞

を
頂
き
ま
し
た
。

　

議
長
に
は
石
澤
博
幸
さ
ん
が
指
名
さ
れ
、

総
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

総
会
の
議
案
つ
い
て
は
、
第
１
号
議
案

「
平
成
30
年
度
事
業
活
動
報
告
並
び
に
収

支
決
算
報
告
」、
第
２
号
議
案
「
令
和
元

年
度
事
業
活
動
計
画
並
び
に
収
支
予
算

（
案
）」、
第
３
号
議
案
「
役
員
選
任
」
に

つ
い
て
事
務
局
よ
り
説
明
が
あ
り
、
議
案

に
つ
い
て
は
満
場
一
致
で
可
決
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、Ｍ
＆
Ｍ
夢
工
房
焼
肉
ハ

ウ
ス
に
て
、
会
員
・
来
賓
は
も
ち
ろ
ん
、

地
域
酪
農
実
習
生
、
青
年
部
員
、
新
規
就

農
研
修
生
、
会
員
家
族
も
招
き
、
全
30
名

で
懇
親
会
を
行
い
、
色
々
な
情
報
や
意
見

交
換
が
交
わ
さ
れ
、
良
き
地
域
交
流
の
場

と
な
り
、
盛
会
裏
に
終
了
致
し
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
に
お
い
て
も
、
求
職
者
獲

得
に
つ
い
て
競
争
激
化
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
人
材
確
保
に
つ
い
て
農
業
求
人
サ
イ

ト
は
も
ち
ろ
ん
、
学
校
訪
問
や
個
別
相
談

会
、
短
期
体
験
受
入
や
農
業
人
フ
ェ
ア
や

根
釧
酪
農
ツ
ア
ー
等
の
就
業
・
就
農
イ
ベ

ン
ト
に
も
変
わ
ら
ず
取
り
組
み
、
酪
農
へ

理
解
を
深
め
て
い
く
努
力
を
し
、
当
地
域

発
展
の
為
、
最
善
を
尽
く
し
て
い
く
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

な
お
、
５
月
17
日
㈮
の
役
員
会
に
お
い

て
、
別
記
の
通
り
、
新
役
員
体
制
が
決
定

さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
報
告
致
し
ま
す
。

　

平
成
31
年
４
月
25
日
㈭
、「
ら
く
と
ぴ

あ
」
和
室
に
て
、
太
田
老
人
ク
ラ
ブ
の
通

常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
の
議
案
つ
い
て
は
、「
平
成
30
年

度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
報
告
」、

「
平
成
31
年
度
事
業
活
動
計
画
並
び
に
収

支
予
算（
案
）」、「
役
員
改
選
」
に
つ
い
て

事
務
局
よ
り
説
明
が
あ
り
、
議
案
に
つ
い

て
は
満
場
一
致
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

役
員
改
選
に
よ
り
、
新
し
い
体
制
に
も

な
り
、
ま
す
ま
す
元
気
で
活
発
に
活
動
し

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
積
極
的

な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

総
会
終
了
後
は
、
会
員
み
ん
な
で
美
味

し
い
料
理
を
食
べ
な
が
ら
、
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

（
青
年
部
三
役
）

（
青
年
部
三
役
）

（
青
年
部
三
役
）

●
新
役
員
体
制

片　

野　

博　

次

宮

本

一

男

小

澤

洋

之

河

村

芳

則

河

村

公

貴

米

澤

佳

洋

荒

岡

宏

文

大　

和　

美
千
代

糸

納

一

美

内

柴

栄

輔

片　

野　

登
紀
子

小
野
寺　

竜
之
介

中

山

貴

裕

荒

岡

宏

文

会

長

副

会

長

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

代
表
監
事

監

事

準
役
員

準
役
員

準
役
員

●
新
役
員
体
制

澤

崎

サ

キ

山

吉

辰

夫

庄　

司　

ス
ミ
子

小

澤
　

慶

原

田

国

男

木

村

ト

シ

会

長

副

会

長

副

会

長

副

会

長

監

事

監

事

酪
農
実
習
生
受
入
協
議
会

第
19
回
通
常
総
会
開
催

太
田
老
人
ク
ラ
ブ
総
会

通
常
総
会
開
催

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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平
成
31
年
４
月
26
日
㈮　

11
時
よ
り
、

太
田
活
性
化
施
設
「
ら
く
と
ぴ
あ
」
に
て
、

第
40
回
厚
岸
町
乳
牛
検
定
組
合
の
通
常
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
橋
本
組
合
長
が
開
会
の

挨
拶
を
行
い
、
来
賓
に
は
Ｊ
Ａ
釧
路
太
田

の
徳
田
副
組
合
長
、
釧
路
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー　

釧
路
東
部
支
所　

北
支
所
長
、

釧
路
農
業
協
同
組
合
連
合
会　

生
産
振
興

課　

斉
藤
課
長
、
厚
岸
町
役
場　

産
業
振

興
課　

川
越
課
長
、
北
海
道
ひ
が
し
農
業

共
済
組
合　

釧
路
東
部
事
業
所　

小
林
セ

ン
タ
ー
長
、
厚
岸
町
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
組
合

　

寺
島
組
合
長
を
お
招
き
し
、
祝
辞
に
つ

い
て
は
、
徳
田
副
組
合
長
、
斉
藤
課
長
の

２
名
よ
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
長
に
は
澤
口
修
一
氏
が
指
名
さ
れ
総

会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

総
会
の
議
案
に
つ
い
て
は
、
第
１
号
議

案
「
平
成
30
年
度
事
業
報
告
並
び
に
貸
借

対
照
表
及
び
収
支
決
算
書
の
承
認
」、
第

２
号
議
案
「
平
成
31
年
度
事
業
計
画
並
び

に
収
支
予
算
書（
案
）の
承
認
」、
第
３
号

議
案
「
負
担
金
の
徴
収
方
法
に
つ
い
て
」、

第
４
号
議
案
「
役
員
選
任
に
つ
い
て
」
を

提
出
し
、
全
議
案
に
つ
い
て
満
場
一
致
で

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、第
４
号
議
案
の「
役
員
の
選
任
」

に
つ
い
て
は
、
役
員
１
名
の
欠
員
に
伴
い
、

選
考
委
員
に
よ
り
新
た
に
糸
納
栄
一
氏
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

優
秀
表
彰
と
し
て
、
橋
本
隆
幸
氏
の
乳

牛
個
体
乳
量
で
年
間
乳
量
２
０
，０
０
０

㎏
を
達
成
、
内
柴
久
幸
氏
の
乳
牛
体
格
審

査
で
エ
ク
セ
レ
ン
ト
の
成
績
を
達
成
し
、

総
会
で
表
彰
致
し
ま
し
た
。

　

平
成
31
年
度
に
お
い
て
も
乳
検
デ
ー
タ

の
正
確
な
収
集
に
努
め
、
迅
速
に
各
種
情

報
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
体
制
の
整

備
・
拡
充
を
取
り
進
め
、
検
定
成
績
の
活

用
に
よ
る
安
定
的
な
農
業
生
産
活
動
の
継

続
の
一
助
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

ま
た
、
乳
検
組
合
へ
の
加
入
は
随
時
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る

方
は
事
務
局
ま
で
問
合
せ
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

厚
岸
町
乳
牛
検
定
組
合

第
40
回
通
常
総
会
開
催

　

平
成
31
年
４
月
26
日
㈮
に
、
太
田
活
性

化
施
設
「
ら
く
と
ぴ
あ
」
に
て
、
第
28
回

厚
岸
町
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合
の
通
常

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
寺
島
組
合
長
が
開
会
の

挨
拶
を
さ
れ
た
あ
と
、
来
賓
と
し
て
Ｊ
Ａ

釧
路
太
田
の
河
村
組
合
長
、
釧
路
農
業
改

良
普
及
セ
ン
タ
ー　

釧
路
東
部
支
所　

北

支
所
長
、
厚
岸
町
産
業
振
興
課　

川
越
課

長
、
厚
岸
町
乳
牛
検
定
組
合　

橋
本
組
合

長
を
お
招
き
し
て
代
表
し
て
河
村
組
合
長

よ
り
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
長
に
は
澤
口　

修
一
氏
が
指
名
さ
れ

総
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

総
会
の
議
案
は
、
第
１
号
議
案
「
事
業

報
告
及
び
収
支
決
算
報
告
」、
第
２
号
議

案
「
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
案
」、
第

３
号
議
案
「
北
海
道
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
統
合

互
助
会
」、
に
つ
い
て
事
務
局
よ
り
説
明

が
あ
り
、
提
出
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
は

満
場
一
致
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
31
年
度
に
お
い
て
も
、
酪
農
家
の

農
休
日
の
定
着
と
傷
病
時
対
応
な
ど
、
様

々
な
形
で
酪
農
経
営
を
支
え
て
い
く
と
と

も
に
、
ヘ
ル
パ
ー
職
員
の
退
職
に
よ
り
何

か
と
ご
迷
惑
を
お
掛
け
い
た
し
ま
す
が
、

安
定
利
用
を
目
指
し
要
員
確
保
に
も
努
力

し
て
参
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

厚
岸
町
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合

第
28
回
通
常
総
会
開
催

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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令
和
元
年
５
月
８
日
㈬
に
、
Ｍ
＆
Ｍ
和

室
に
て
、
平
成
30
年
度
通
常
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
挨
拶
を
松
浦
会
長
に
い
た
だ
き
、

来
賓
で
あ
り
ま
す
河
村
組
合
長
よ
り
祝
辞

を
い
た
だ
き
総
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

総
会
の
議
案
に
つ
い
て
は
、
第
１
号
議

案
「
平
成
30
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決

算
書
」、
第
２
号
議
案
「
平
成
31
年
度
事

業
計
画
及
び
収
支
予
算
書
」、
第
３
号
議

案
「
年
会
費
の
設
定
」、
第
４
号
議
案
「
役

員
改
選
」、
に
つ
い
て
事
務
局
よ
り
説
明

が
あ
り
、
議
案
に
つ
い
て
は
満
場
一
致
で

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
31
年
度
は
、
役
員
体
制
も
新
し
く

な
り
、
事
業
計
画
に
即
し
た
取
組
活
動
を

行
っ
て
い
く
こ
と
で
盛
会
裏
に
終
了
し
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
焼
肉
ハ
ウ
ス
で
親
睦
会
も
行

わ
れ
、
会
員
相
互
の
懇
親
も
さ
れ
、
楽
し

い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

●
新
役
員
体
制

佐
々
木　
　
　

薫

木

原
　

晃

西

野

義

幸

佐

藤

隆

史

米

澤
　

仁

北

村

信

美

江

幡
　

満

橋

本

隆

幸

小

澤

洋

之

久

田

秀

吾

会

長

副

会

長

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

代
表
監
事

監

事

釧
路
太
田
肉
牛
同
志
会

通
常
総
会
開
催

　

令
和
元
年
５
月
10
日
㈮
に
、
太
田
活
性

化
施
設
「
ら
く
と
ぴ
あ
」
に
て
、
第
４
回

通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

河
村
会
長
よ
り
ご
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ

き
開
会
し
ま
し
た
。

　

議
長
に
は
小
野
寺　

竜
之
介
氏
が
指
名

さ
れ
総
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

総
会
の
議
案
は
、
第
１
号
議
案
「
事
業

報
告
及
び
収
支
決
算
報
告
」、
第
２
号
議

案
「
平
成
31
年
度
事
業
計
画
」、
第
３
号

議
案
「
役
員
の
改
選
」、
第
４
号
議
案
「
規

約
の
一
部
変
更
」、
に
つ
い
て
事
務
局
よ

り
説
明
が
あ
り
、
議
案
に
つ
い
て
は
満
場

一
致
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
31
年
度
に
は
、
機
械
導
入
事
業
で

農
業
機
械
が
24
件
実
施
予
定
さ
れ
て
お
り
、

地
域
農
業
の
生
産
基
盤
の
強
化
に
向
け
協

議
会
運
営
を
行
っ
て
い
く
こ
と
で
盛
会
裏

に
終
了
し
ま
し
た
。

釧
路
太
田
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
協
議
会

第
4
回
通
常
総
会
開
催

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

あっけし
極みるくソフトクリーム
あっけし
極みるくソフトクリーム

購 買 課通信

※機械の洗浄等により販売していない場合もありますので、
　お気軽にお問い合わせください。TEL52－7154　営業時間／8：40～16：45

Ａコープくしろおおた

17 18 19 20 21 22 23

10 11 12 13 14 15 16

3 4 5 6 7 8 9

27 28 29 30 31 1 2
月 火 水 木 金 土

極みるくチョコソフトクリーム

極みるくチョコソフトクリーム
※極みるくソフトクリームは常時販売しております。

極みるく珈琲ソフトクリーム

極みるく珈琲ソフトクリーム

極みるくチョコソフトクリーム

極みるく珈琲ソフトクリーム

極みるくチョコソフトクリーム

極みるく珈琲ソフトクリーム

極みるくチョコソフトクリーム
24 25 26 27 28 29 30

極みるく珈琲ソフトクリーム

6月 週替りメニュー予定表

チョコ味と珈琲味は
Ａコープ限定
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令
和
元
年
５
月
13
日
㈪
13
時
30
分
よ

り
、
太
田
活
性
化
施
設
「
ら
く
と
ぴ
あ
」

に
て
、
釧
路
太
田
集
落
の
定
期
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
木
原
委
員
長
が
開
会
の

挨
拶
を
行
い
、
来
賓
に
は
釧
路
農
業
改
良

普
及
セ
ン
タ
ー　

釧
路
東
部
支
所　

北
支

所
長
、
小
川
係
長
、
厚
岸
町
水
産
農
政
課

　

川
越
課
長
を
お
招
き
し
、
祝
辞
に
つ
い

て
は
川
越
課
長
よ
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

議
長
に
は
中
山
康
彦
氏
が
指
名
さ
れ
総
会

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

総
会
の
議
案
に
つ
い
て
は
、
議
案
第
１

号
「
平
成
30
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支

決
算
の
承
認
に
つ
い
て
」、
議
案
第
２
号

「
平
成
31
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予

算
案
の
承
認
に
つ
い
て
」
は
満
場
一
致
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
議
案
第
３
号
「
規
約

の
変
更
に
つ
い
て
」
は
原
案
通
り
役
員
１

名
の
増
員
と
な
り
、
第
４
号
議

案
「
役
員
の
選
出
に
つ
い
て
」

は
地
域
か
ら
選
出
さ
れ
た
役
員

に
つ
い
て
満
場
一
致
で
可
決
承

認
さ
れ
、
別
表
の
通
り
選
出
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　

中
山
間
事
業
は
５
カ
年
事
業

と
な
り
、
本
年
は
５
年
目
の
最

終
年
度
と
な
り
ま
す
。
新
た
な

取
り
組
み
と
し
て
、
災
害
対
策

に
係
る
整
備
助
成
を
計
画
し
て

お
り
ま
す
。
昨
年
か
ら
地
域
ご

と
で
の
災
害
対
策
に
ご
検
討
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
が
、
当
事
業
で
も
支
援
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
事
業
開
始
に
つ
い
て
は
別
途

ご
案
内
申
し
あ
げ
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
か

ら
継
続
し
て
お
り
ま
す
選
択
型
共
同
取
組

事
業
に
つ
い
て
も
実
施
に
つ
い
て
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

●
新
役
員
体
制

齋

藤

泰

広

中

山

康

彦

寺　

島　

亜
矢
子

小
野
寺　

竜
之
介

徳

田

善

一

和

田

光

裕

石

澤

博

幸

大

野

尋

人

佐

藤

洸

太

糸

納

栄

一

加

藤

雄

大

中

町

友

幸

振
興
会
会
長

澤

口

修

一

小
野
寺　

孝　

一

委

員

長

副
委
員
長

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

監

事

監

事

釧
路
太
田
集
落

釧路B&Wショウ釧路B&Wショウ

定
期
総
会
開
催

参加

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

JAJATOPICS!TOPICS!
トピックス～ な話題～旬

　

令
和
元
年
５
月
11
日
㈯
に
、
釧
路
農
協
連
共
進
会
場
に
て
、
釧
路

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
協
議
会
主
催
に
よ
る
、
第
41
回
釧
路
Ｂ
＆
Ｗ
シ
ョ
ウ

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
地
区
か
ら
は
、
橋
本
隆
幸
さ
ん
が
第
９
部
シ
ニ
ア
２
歳
ク
ラ
ス

（
30
ヶ
月
以
上
３
６
か
月
未
満
）
に
「
サ
ニ
ー
ウ
エ
イ　

ド
ア
マ
ン　

ネ
デ
イ
ア
」
と
、
内
柴
栄
輔
さ
ん
が
第
３
部
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ス(

12
ヶ

月
以
上
15
ヶ
月
未
満)

に
「
Ｉ
Ｂ
Ｗ　

マ
リ
ア
ン　

ウ
イ
ル
サ
ー
」
と
、

第
13
部
５
歳
成
牛
ク
ラ
ス
（
５
歳
以
上
）
に
「
イ
ン
ブ
ル
シ
ユ
ウ
ツ

ド　

シ
ヨ
ツ
ト　

レ
イ
ザ
ー　

カ
ビ
ー
」
の
３
頭
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

管
内
６
Ｊ
Ａ
か
ら
62
頭
が
出
品
さ
れ
、
１
３
部
門
で
乳
用
牛
の
体
形

や
品
位
な
ど
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

審
査
員
は
別
海
町
の
丹
羽
氏

が
務
め
ま
し
た
。

　

当
組
合
の
３
頭
は
、
育
成
ジ

ュ
ニ
ア
ク
ラ
ス
と
シ
ニ
ア
２
歳

ク
ラ
ス
で
は
１
位
入
賞
、
５
歳

成
牛
ク
ラ
ス
で
は
２
位
入
賞
と

な
り
ま
し
た
。

　

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
部
門
で
は
残

念
な
が
ら
選
抜
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
日
々
の
酪
農
経
営
の

中
に
お
い
て
、
乳
牛
改
良
に
も

日
々
努
力
さ
れ
、
毎
年
参
加
し

て
い
る
こ
と
に
感
謝
す
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。

　

８
月
に
開
催
さ
れ
る
共
進
会

で
は
、
更
な
る
高
み
を
目
指
し

て
、
乳
牛
改
良
に
頑
張
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
参
加
さ
れ
た
関
係
者
の

皆
さ
ま
、
大
変
お
疲
れ
さ
ま
で

し
た
。

「サニーウエイ　ドアマン　ネデイア」
リードマン　橋本　隆幸さん

「ＩＢＷ　マリアン　ウイルサー」
リードマン　内柴　栄輔さん
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ホット
ライン

釧路農業改良普及センター釧路東部支所

暑い夏を乗り切る
　　　「水」について考える。

　ホルスタインは、原産地が夏季に冷涼なヨーロッパ北部のため、暑さにはめっぽう弱く、
20℃を超えると採食量･乳量が低下してきます。釧路東部の気候でも牛は暑いのです。今
月は、暑熱対策の1つ「水」ついて考えていきます。

　⑴飲水量と気温の関係
　乳牛は、哺乳類の中で飲水量の最
も多い動物です。乳量の３倍は水を
飲みます。気温の影響も大きくうけ、
13～15℃を超えてくると､飲水量が
増えてきます（表１）。
　哺乳牛の飲水量は、気温による変
動も大きいです。バケツなどで、常
時自由に水を飲めるようにしておき
ましょう。
※ミルクのみでは水分は足りません。
※水の給与が、スタータの採食量も
　高め、スムーズな離乳･成長につながります。

　⑵乳牛の飲水　３つの特徴

　　１．１日に１～15回に分けて飲む

　　２．１回に４～７Ｌを一気に飲む　　　　

　　３．搾乳後と採食後に大量に飲む　　　　　　　　

夏　期
（平均気温25℃）

冬　期
（平均気温0℃）

（1ヶ月）
ミルクとは別に
必要な水量

（1歳）育 成 牛

泌 乳 牛

哺 乳 牛 １ L 4 L

27 L 28 L

86 L 116 L

118 L 147 L

乳量35㎏/日
乳脂率3.8％（ ）
乳量50㎏/日
乳脂率3.8％（ ）

（日本飼養標準･乳牛（2017年版）より作成）

表1　乳牛の飲水量と気温の関係

この条件を整えることが
飲水量の増加＝乳量増加･健康の向上に

つながります。

　ミルクと
水は別腹

哺乳中も水
を飲みます

。

夏は､いっぱ
い

　　　ちょ
うだいね。

夏は冬の

25％増しで

水を飲むよ
。

写真１　哺乳牛にも水を 写真２　夏の飲水量は25％増し



■お問い合わせ先／普及センター東部支所
TEL.0153－65－2021
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　⑶対　　策
　●牛は匂いに敏感です。水槽・ウ
　　ォーターカップの清掃は地味な
　　作業ですが、飲水量の向上につ
　　ながります（写真３）。

　●水槽・ウォーターカップの吐水
　　量の目安は４～６L／20秒です。

　●ウォーターカップの場合、水道口径を拡大していても、吸
　　気弁・排気弁に不具合があると吐水量が減ります。出が悪
　　くなった場合は確認しましょう（写真４）。

写真３　フリーストールの水槽洗浄の前後

写真４　口径を太くした水道管に接続
　　　　した吸気弁・排気弁の設置例

吸気弁

水垢を
取ろう

水分補給で熱中症を予防しましょう。

排気弁

１ ㈯

２ ㈰

３ ㈪

５ ㈬

６ ㈭

７ ㈮

９ ㈰

釧路太田獣魂祭

釧路太田酪農振興会総会

厚岸町民の森植樹祭

女性部春季視察研修 ～4日

令和元年度　臨時総会予定

外国人実習生人選会議

Ａコープ特売

外国人巡回 ～11日

一般市場

酪農実習生受入協議会ＰＧ大会

コントラ調整会議　午前：太田地区

　　　　〃　　　　　午後：尾幌地区

フィリピン面接訪問 ～12日

10 ㈪

11 ㈫

12 ㈬

13 ㈭

19 ㈬

20 ㈭

24 ㈪

26 ㈬

27 ㈭

草地査定・配分会議

JA草地配分会議

Ａコープ大売出し

Ａコープ大売出し
乳牛市場

第４回理事会

一般市場

Ａコープ特売

一般市場

育成市場

Ａコープ特売

一般市場

行事予定6月
令和元年
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　ホクレンは創立100周年を迎えた４月18日、札
幌パークホテルにて会員ＪＡ・取引先をはじめと
する皆様にご臨席いただいて記念式典を開催し、
続けて祝賀会も開催しました。祝賀会では100周
年の節目にあらためて設定したホクレンの経営理
念～わたしたちは生産者のための協同組合として
会員ＪＡと連携した事
業を通じ、共生の大地
北海道から、「農」と
「食」の未来を担いま
す～が内田会長より発
表されました。

ホ ク レ ン JA北海道厚生連
　組合員ならびに地域住民の皆様の生命と健康を
守るため、本会事業の積極的な啓蒙推進を図るこ
とを目的として、広報誌「すまいる」を発行して
おります。
　年３回発行しており、様々な医療・健康情報を
発信しております。
　ホームページにも
バックナンバーを掲
載しておりますの
で、是非ご一読くだ
さい。

J A 北 海 道 信 連
　ＪＡバンク北海道では、スポーツ振興や地域振
興の観点から、「日刊スポーツ豊平川マラソン」へ
の協賛を行い、今年で４年目となります。ゼッケ
ンに「ＪＡバンク北海道」ロゴを掲出し、特設ブ
ースには新キャラクター「より
ぞう」も駆け付け、一緒に写真
撮影をされた方に「よりぞう」
シールをプレゼントしました。
「よりぞう」が登場すると、た
くさんの子供たちに囲まれ、大
会を大いに盛り上げました。

JA共済連北海道
　ＪＡ共済連では、道内の８校（中・高等学校）
にて、スタントマンが危険な自転車走行に伴う交
通事故場面を再現し、生徒が事故の危険性を疑似
体験する（スケアード・ストレイト教育技法）自
転車交通安全教室を開催します。
　ＪＡ共済連は、本活
動を通じて交通事故の
未然防止を図り、次世
代を担う子供たちの育
成と安全な生活環境づ
くりに貢献していきた
いと考えております。

JA北海道中央会
　ＮＨＫ連続テレビ小説「なつぞら」をご覧になっていますでしょうか？ＪＡ北
海道中央会のフェイスブックページでは、4月 23 日より「なつぞらに関する投稿」
を不定期ながら発信しています。
　ドラマでは当時の農業や農村の様子だけではなく、農協（JA）についても、取り
上げられていることから、北海道農業をサポートするＪＡグループ北海道として、
ドラマの感想も含め、関連する北海道農業・酪農の歴史や魅力、ＪＡに関する歴史・
話題などをお届けしてゆく予定です。フェイスブックにて検索頂きＪＡ北海道中
央会のページに「いいね！」「ページをフォローする」をタップ頂きますと、記
事が表示されるようになりますので、ご覧いただけると幸いです。フェイスブッ
クページで「ＪＡ北海道中央会」で検索するか、または、こちらのアドレスから
どうぞ⇒ https://www.facebook.com/jahokkaido

　ＪＡグループ北海道の連合会・中央会の活動内容
を紹介します。各団体の詳しい取り組み内容はＷＥ
Ｂサイトをご覧ください。

信通グループJAグループJA
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釧路管内当 農 協
100.2％
100.2％

97.9％
97.9％

99.4％
99.4％

４月中旬
累　　計

全　　道

第２回 平成31年４月20日㈯理事会報告

１．平成31年４月上旬現在の生乳生産状況及び3
　　月末クミカン取引状況について

２．役員報酬審議会の答申について
３．釧路太田良質乳生産基盤強化奨励表彰について
４．組合員の脱退について
　　准組合員　１名脱退
５．平成30年度　地域生産基盤強化支援事業につ
　　いて

１．各種貸付金の貸付承認について
　　営農資金　１件、生活資金　１件
２．理事に対する貸付金の貸付承認について
　　営農資金　１件
３．平成30年度　事業報告、貸借対照表、損益計
　　算書、剰余金処分案及び注記表について
４．平成31年度　事業運営方針及び事業計画につ
　　いて
５．役員選挙日程の変更について
６．畜産クラスター事業について
７．そ　の　他

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

報 告 事 項 議 決 事 項

釧路管内当 農 協
101.3％
100.7％

99.0％
98.3％

100.5％
100.0％

５月上旬
累　　計

全　　道

第３回 令和元年５月21日㈫理事会報告

１．令和元度５月中旬現在の生乳生産状況及び４
　　月末クミカン取引状況について

２．組合員の加入及び脱退について
　　正組合員加入　１名　　准組合員脱退　１名

１．各種貸付金の貸付承認について
　　営農資金　５件

２．理事に対する貸付金の貸付承認について
　　営農資金　３件
３．平成31年度 役員報酬の個別支給額について
４．農協役員役務の分担について
５．特定組合員の分担について
６．平成31年度　行政庁業務報告書の提出について
７．平成31年度　ディスクロージャー誌の縦覧に
　　ついて
８．「酪農畜産政策等に係る組織討議」の意見集約
　　について
９．「持続可能な北海道農業の確立に向けた組織
　　討議」の意見集約について
10．臨時総会の日程及び提出議案について

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

報 告 事 項

議 決 事 項

第１回 令和元年５月13日㈪理事会報告

１．役付理事の選任と理事の代理順位の決定について
　　１）代表理事組合長　　徳田　善一
　　２）副組合長理事　　　福井　好三

２．使用人の退職事由の除外について

議 決 事 項

臨時



● 編 集 後 記 ●

農協だより

2019.６  №19

　身近で起きた出来事やベストショット写真、ＪＡに対するご意見・ご要望など、読者の皆様
からのご応募お待ちしております。
　別紙の応募用紙に氏名・住所・電話番号を記入して、ＪＡ釧路太田事務所・Ａコープおおた
店・ホクレン太田・尾幌スタンド・酪農支援センターにある応募箱に投函してください。大募集!!

記事・写真・イラストなど

北海道にもようやく夏が訪れましたね。
中には39度まで気温が上昇した地域もあるとか．．．。
熱中症や食中毒の対策もしっかり行っていきましょう。
さて営農課では一斉入牧も無事終了し、農協牧野の運営も始まりました。
１番草の収穫も控えており、これから梅雨時期に入るわけですが
去年のように長雨が続かないことを願うばかりです．．．。
これから夏本番！気合いを入れて夏を乗り切りましょう！！

編集担当／Ｓ.Ｉ　

大型連休とともに桜前線が到着しました。
美しい太田の桜を楽しみたいですね。
　　　　　　（ペンネーム／コンサ大好き親父）

来月の運動会楽しみです！　　　　
　　　　　　　　　　　（ペンネーム／チャン）

広場みんなの広場みんなの
コミュニケーション

読者
の ショットベスト ショットベスト ショットベスト

撮影者／たかちゃん
10連休帯広もやっと桜が満開でした。
とっても綺麗だった！　 撮影者／iPone大好き親父

４月30日　神の子池にて

４月29日藻琴山にて、平成の最後に春山に行ってきました。ほとんどが、雪道でｻﾞｸｻﾞｸ！楽しかった(笑)
令和になってもガンガン登ろう！？でも膝痛が・・・　　　　　　　　　　　　　　　撮影者／山ボーイ
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